
  

日 時：平成21年9 月12 日(土)10：30～21：00、13 日(日)10：00～12：0０ 

場 所：北海道教育大学函館校 

     〒040-8567 北海道函館市八幡町1番2号  

主 催：全国大学コンソーシアム協議会 

共 催：キャンパス・コンソーシアム函館  

後 援： 朝日新聞函館支局、ＵＨＢ北海道文化放送、 HBC函館放送局、 HTB函館支

社、 STV函館放送局、ＮＣＶ函館センター、 NHK函館放送局、ＦＭいるか、共同

通信社函館支局、共同通信社、経済産業省、公立大学協会、社団法人国立大

学協会、 時事通信社函館支局  、全国公立短期大学協会、全国知事会、総務

省、日本経済新聞社函館支局、日本経済新聞社、日本私立大学協会、社団法

人日本私立大学連盟、日本私立短期大学協会、函館市教育委員会、函館新

聞社、北海道新聞函館支社、毎日新聞函館支局、毎日新聞社大阪本社、文部

科学省、 読売新聞函館支局                        計29社 

(敬称略機関名五十音順) 

Photo by (c)Tomo.Yun 
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１．開催趣旨 

 地域における大学の役割は、学術・文化の中心として、また、教育基盤の礎ともなる学

術文化の創造と発展、交流を担う拠点であるとともに、広く知を公開する地域社会の発展

にも寄与しています。 

 さらに、一つの大学から連携組織体であるコンソーシアムの形成では、地域、行政、企

業、教育の４部門が、それぞれ連携・連動することで、地域の多様化から独創性へと進路

を拡げ、幅広く個性が開化する時代の一翼をコンソーシアムが担っています。 

 従来にない取組や地域の活性化について、広く情報を発信する場を提供したい。 

１．１開催日程 

１日目（９月１２日） 9時  10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時  21時 

ポスターセッション                             

基調講演                             

シンポジウム                             

文部科学省からの報告                             

全国大学コンソーシアム協議会か
らの報告                             

分科会                             

情報交換会                             

２日目（９月13日） 9時  10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時  21時 

分科会                             

10：30～16：30 

13：10～14：00 

14：00～16：00 

16：00～16：25 

17：00～19：00 

19：30～21：00 

10：00～12：00 

日  付 時 間 内 容 講演者  

９
月
１
２
日(

土
） 

（
１
日
目
）  

10：30～16：30 ポスターセッション 

11：00～13：00 受 付（ポスターセッション） 

13：00～13：10 挨  拶 本間 謙二 氏 北海道教育大学 学長    

13：10～14：00 基調講演 金子 元久 氏 東京大学 教育学部 教授  

14：00～16：00 

シンポジウム 

（120分） 

  

◆金子 元久 氏 東京大学 教育学部 教授   

◆西尾 正範 氏 函館市長    

◆義本 博司 氏 文部科学省高等教育局高等教育企画課長 

コーディネータ 

■中島 秀之 氏 公立はこだて未来大学学長・キャンパス・コンソーシアム函館会長 

16：00～16：25 
「大学・短期大学、コンソーシアムへの支援について」 

 （文部科学省高等教育局大学振興課課長補佐 古田 和之氏 ） 

16：25～16：50 全国大学コンソーシアム協議会運営委員会報告 (決算報告、会費徴収など） 

17：00～19：00 
分科会（120分） 

Ａセッション 

① 新しい教育プログラムの開発  

 （南大阪地域コンソーシアム ） 

② FD/SD（大学間連携によるＦＤの推進）  

  （大学コンソーシアム京都 ）  

③ コンソーシアムの組織運営 

  （教育ネットワーク中国 ）  

19：30～21：00 
情報交換会 

（90分） 

五島軒 http://www.gotoken.hakodate.jp/ 

※北海道教育大学よりバスで移動  

９
月
１
３
日

(
日
） 

（
２
日
目
） 

時 間 内 容 講演者  

10：00～12：00  
分科会（120分） 

Ｂセッション  

 ④ 大学の国際化  

（学術・文化・産業ネットワーク多摩 ） 

 ⑤ 戦略的大学連携支援事業の採択大

学の事例発表 

（大学コンソーシアム京都） 

 ⑥ 地域との連携・社会貢献  

（愛知学長懇話会 ）  

16：25～16：50 

１．２タイムスケジュール 
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１．３会場案内図 

Ａ会場 

Ｂ会場 

C会場 

北海道教育大学函館校全体図 
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２．ポスターセッション会場：1号館 12日(土) 10：30～16：30   

加盟別機関名50音項 

２．１ポスターセッション参加機関 
1. 愛知学長懇話会 

2. いわて高等教育コンソーシアム 

3. 環びわ湖大学コンソーシアム 

4. 社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩 

5. キャンパス・コンソーシアム函館 

6. 教育ネットワーク中国 

7. 高等教育コンソーシアム熊本 

8. 高等教育コンソーシアム信州 

9. 相模原・町田大学地域コンソーシアム 

10. 首都圏西部大学単位互換協定会 

11. 大学コンソーシアムせと 

12. 大学コンソーシアムあきた 

13. 大学コンソーシアム石川 

14. 特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪 

15. 大学コンソーシアム岡山 

16. 財団法人大学コンソーシアム京都 

17. 大学コンソーシアム佐賀 

18. 大学コンソーシアム八王子 

19. 大学コンソーシアムやまがた 

20. 大学コンソーシアムやまなし 

21. 奈良県大学連合事務局 

22. ネットワーク大学コンソーシアム岐阜 

23. 特定非営利活動法人南大阪地域大学コン

ソーシアム 

24. 株式会社エレクトロニック・ライブラリー 

25. 江守商事株式会社 

26. パナソニックシステムソリューションズジャ

パン株式会社 
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３．挨拶   

北海道教育大学 

 学長 本間  謙二 

    （ほんま  けんじ） 

□本間 謙二学長 

 研究分野    ：哲学・倫理学、生涯教育 

 現在の研究テーマ：現代哲学・倫理学、現象学、解釈学 

 研究内容： 

 従来フッサールの現象学を、特に「生活世界」を中心に研究してきた。その

上、ガダマーの解釈学をも研究のテーマとしてきた。最近は、道徳哲学を中心

にして研究している。「道徳とは人間の生き方を根本から考える学問である」

との考えにもとづいて、特に、学校現場で先生方が具体的に児童生徒にどのよ

うに「道徳を教え」、彼らとともにどのように「考えていくべきか」という観

点から、学生・院生に現場の先生方も参加していただいて、勉強している。そ

の成果を先生方に、具体的に学校現場で生かしてもらうのを研究目標としてい

る。  

【北海道教育大学ホームページより転載】 

教員養成課程 

北海道教育大学 

人間地域科学課程 芸術課程・スポーツ教育課程 
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４.基調講演：「大学教育改革の焦点」   12日(土)13：10～14：00 1号館Ａ会場 

 大学教育の改革への関心はいま大きく高まっている。しかし、改革の重要性を確認したうえで、次に何

をするべきかについてはむしろ議論は拡散しているといえるかもしれない。その中で改革の集団であるは

ずの「ＦＤ」が形式化し、自己目的化する傾向もみられる。 

 大学教育改革の本来の焦点はどこにあるべきか。具体的に現在の大学教育のどこに、どのような変化が

必要なのか。そして具体的で実効のある教育改革をもたらすために、どのような中期的な戦略を軸として

いくことが必要なのか。この報告ではこうした問題を、これまでの学生調査の分析結果、諸外国での大学

改革の趨勢、そして日本での高等教育政策の展開、を踏まえつついくつかの論点をあげ、参加の方々のご

意見をうかがいたい。 

基調講演 

講師  金子 元久（かねこ・もとひさ）氏 

生年月日 １９５０（昭和２５）年 ３月  

学  歴 １９７２（昭和４７）年 ３月 東京大学教育学部 卒  

     １９７４（昭和４９）年 ３月 東京大学院教育学研究科 修了 

     １９８１（昭和５６）年 ３月 シカゴ大学大学院 博士号 取得 

■著書 

『高等教育的社会経済学』、北京大学出版社、2007年 

『大学の教育力』、筑摩書房、2007年9月 

『中国における高等教育改革の動向』、東京大学大学総合教育研究センター、2006年 

他多数 

■学術論文 

「日本高等教育大衆化的経験与啓示」、上海社会科学院『教育発展研究』2007．２A. 

「学力の目標･成果管理がもたらすもの－学力政策の射程と公教育の亀裂」、『日本教

育政策学会年報』14(2007年5月）、pp｡55-69 

他多数 

■一般雑誌・新聞論文 

「中教審の展望」 『日本経済新聞』2009年1月18日 

「激動する世界の高等教育―質をめぐる国際競争」、『IDE―現代の高等教育』507 

（2009年1月） 

「「学士力」か「教育力」か」。『IDE―現代の高等教育』505（2008年11月） 

他多数 

■社会的活動・各種委員 

中央教育審議会委員 2005年2月1日～ 

中央教育審議会 専門委員  2004年10月～2005年2月。 

文部科学省『国際社会における教育の質的保証に関する検討委員会』委員、 

2003年1月～2004年3月30日 

内閣府 規制緩和委員会専門委員 

他多数の実績 

【東京大学の大学経営・政策コースのWebページから引用】 

略  歴 

http://ump.p.u-tokyo.ac.jp/results/kaneko/post-27.html
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５．シンポジウム：12日(土) 14：00～16：00 Ａ会場 

□金子 元久 氏 東京大学 教育学部 教授  

基調講演のページでご紹介しているため、省略させていただ

きます。 

シンポジスト紹介 

□中島 秀之（なかしま ひでゆき）氏 

 公立はこだて未来大学学長、キャンパス・コンソーシアム函館会長 
昭和52年 東京大学工学部計数工学科  卒業  

昭和55年 東京大学大学院情報工学専門課程修士課程修了  

昭和58年 東京大学大学院情報工学専門課程博士課程修了工学博士  

昭和58年 通商産業省工業技術院電子技術総合研究所入所  

平成13年  （上記機構改革して）  

  産業技術総合研究所サイバーアシスト研究センター長  就任  

平成16年  公立はこだて未来大学学長  就任  

平成20年  公立大学法人公立はこだて未来大学理事長兼学長  就任  

コーディネータ紹介 

 経済状況が非常に混迷を極めているなか、格差と貧困が拡大し、高等教育進学率の２極化が進んでいる状況

を踏まえ、近年はいっそう少子化による高等教育進学者数の減少が拡大し、高等教育機関の経営基盤も脅かさ

れている。 

 地方都市において、このような負のスパイラルを打破し、持続的発展性を備えた地域社会を再構築するため

には、高等教育による「人間力」の養成が必要である。 

 いま高等教育機関に求められている教育の役割は、学習者の人間的感性、広範な知識と適切な判断能力、社

会的正義感と真理への勇気を兼ね備えた「真の教養人」を育てることであり、コスモポリタンな「人間力」を

もった若者が街を活性化することである。 

西尾 正範 氏 

金子 元久 氏 

義本 博司 氏 

□西尾 正範 （にしお まさのり） 氏   函館市長  

昭和48年4月  亀田市採用  

昭和63年1月  教育委員会社会教育部体育課主査  

平成 6年 4月  企画部計画推進室参事（ 3級）  

平成 8年 4月  企画部企画管理課長  

平成10年4月  企画部次長  

平成11年6月  企画部長  

平成15年7月  助役  

平成18年12月 退任  

平成19年4月  市長（1期目）  

□義本 博司 （よしもと ひろし） 氏  

  文部科学省高等教育局高等教育企画課長 
昭和５９年 文部省入省 

平成 ３年  福岡県教育委員会義務教育課長 

平成 ７年  在フランス日本大使館一等書記官 

平成１０年７月 中央省庁等改革推進本部事務局企画官 

平成１２年７月 文部大臣秘書官（事務取扱） 

平成１３年１月 生涯学習政策局生涯学習企画官 

平成１４年４月 大臣官房企画官（行政改革推進室長） 

平成１５年１月 初等中等教育局幼児教育課長 

平成１６年７月 大臣官房総務課広報室長 

平成１８年７月 厚生労働省雇用均等・児童家庭局保育課長 

平成２０年７月 高等教育局大学振興課長 

平成２１年７月 高等教育局高等教育企画課長 

中島 秀之 氏 
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6．「大学・短期大学、コンソーシアムへの支援について」 
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7.1 第５回全国大学コンソーシアム協議会の収支について 

科目 合計 備考 

繰越金 1,599,819 円 通帳残金 :1,588,258円、小口現金：11,561円 

参加費売上 1,032,000 円 参加費徴収人数 344人 

情報交換売上 561,000 円 参加費徴収人数 187人 

販売売上 396,000 円 報告集売り上げ（売上冊数：396冊) 

広告協賛費 192,000 円 
株式会社ワークアカデミー（ＩＣＴ利活用力推進機構）と（株）エレクトロ

ニック・ライブラリー 

銀行利息 2,210 円   

未収人金 160,000 円 
報告集の広告 

（NASIC,ｻｷﾞﾀﾘｳｽ企画、ｸﾚｵﾃｯｸ,丸善、ｺｶｺｰﾗWest、ｵﾑﾛﾝﾊﾟｰｿﾈﾙ他） 

合 計 3,943,029 円 当該年度収入（2,343,210円) 

 

科目 合計 備考 

謝金支払費用 149,320 円 川口氏（5万円）、他4名 

振込手数料 8,505 円   

運送料費 25,960 円   

業務委託費 115,500 円 受付人材派遣費用 

交流会費 785,700 円 会場設営費（20万円）、料理、アルコール、生花他 

会議費 80,400 円 他お弁当代 

消耗品費 136,985 円 看板作製費（122,325円）、電気コンセント他 

賃借料 400,610 円 名古屋大学 教室等賃借料 

通信費 2,280 円   

印刷製本費 235,200 円 当日パンフレット印刷費 

未払金 383,320 円 報告集印刷製本費(347,760円）、報告集発送費用(35,560円） 

返金処理 7,000 円   

合 計 2,330,780 円   

収支差額 1,612,249 円 
 通帳算高：1,709,788円 小口現金算高：125,781円 

 未収入金： 160,000円 未払金   ：383,320円 

当該年度収支 12,430 円  次年度繰越金とする。 

収入の部 

支出の部 

７．全国大学コンソーシアム協議会運営委員会報告 
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☑2008年度 第2回運営委員会 

日時・場所 ：2008年12月14 日 13：00～14：30   

於：名古屋大学 法経共用棟１階  

議 題 ：①第5回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムの結果について、②第６回全国大

学コンソーシアム研究交流フォーラムの開催について 、③次回運営委員会の開催日程

について、④会費徴収の問題について 

☑2008年度 第３回運営委員会 

日時・場所 ：2009年3月14日（土）14：00～16：33 

於：キャンパスプラザ京都 １階応接室    

議 題 ：①第５回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムの収支について、②第６回全国

大学コンソーシアム研究交流フォーラムの開催について、③全国大学コンソーシアム協

議会への加盟について、④会費徴収について、⑤次回運営委員会の開催日程について 

☑2009年度 第１回運営委員会 

日時・場所 ：2008年5月30日（土）14：00 ～16：00 

於：キャンパスプラザ京都  １階応接室   

議 題 ：①第６回全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムの進捗について 、②規約の改正

と制定内容について、③ 規約の制定スケジュールと作業方法について、④平成20年度全

国大学コンソーシアム協議会収支報告書について 、⑤次回運営委員会の開催日程につ

いて  

☑2009年度 第２回運営委員会 

日時・場所 ：2009年7月25日（土）14：00 ～16：00 

於：キャンパスプラザ京都  ５階第2共同研究室 

議 題 ：①全国大学コンソーシアム協議会規約の改定、②運営委員会規程の制定 、③ 幹事会規

□入会 

１．大学地域コンソーシアム鹿児島 2009年3月14日付け加盟承認 

２．いわて高等教育コンソーシアム 2009年3月14日付け加盟承認 

３．大学コンソーシアム佐賀 2009年3月14日付け加盟承認 

４．学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム 2009年3月14日付け加盟承認 

□退会 

１．鹿児島県内大学等間の授業交流(単位互換）協議会 2009年3月14日付け 

□その他 

１．大学コンソーシアム八王子 

  (八王子市学園都市連絡会から改組改名 2009年3月28日） 

□南大阪地域コンソーシアムの共催で開催予定 

 ◆大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス 

   （〒599-8531 大阪府堺市中区学園町1番1号）   

 ◆平成22年9月11日（土）～12日（日）  

7.2 全国大学コンソーシアム協議会運営委員会の開催報告(2008年12月14日以降～） 

7.2.1 全国大学コンソーシアム協議会への新規加盟・退会について 

7.2.2 次年度の開催予定地について 



71 

7.2.3 統計情報(プロフィール集計） 

2008年度 加盟機関の基本状況  

頄 目 数 値 

加盟組織数 43 組織 

大学数 564  校 

短期大学数 150  校 

行政数 76 団体 

NPO他機関 210 団体 

所属機関 小計 1000 団体 

大学学生数 190 万人 

職員数 218  人  

頄 目 数 値 

財政状況(合算）  

寄附金収入 13,433,166 円 

参加団体負担金収入 373,875,555 円 

事業収入 107,681,278 円 

委託事業・助成金収入 327,988,785 円 

補助金収入 260,220,038 円 

上記外の収入 268,720,917 円 

合  計 1,351,919,739 円 

人員の充実 財政の安定 

関係機関と

のネット

ワーク確立 

地域におけ

る認知 

加盟団体と

の協力体制

の構築 

常設事務局

の確保 

新規事業開

発 
その他 

23 22 12 15 23 5 12  

インター

ンシップ 
単位互換 

図書館連

携 

産官学地

域連携事

業 

高大連携

事業 

共同研究

事業 

生涯学習

事業 

留学生教

育・交流

事業 

学生交流

事業 

11 30 13 16 17 7 23 13 17 

2008年度の取り組み事業の回答集計(43機関） 

2008年度 重点課題の回答集計(43機関 複数回答） 

※１大学１加盟ではないため、１つの大学が複数の機関に所属している場合があります。大学数、大学学生数も二

重にカウントしている場合があります。 

 学生数は、5月1日付けの学籍数を基本としていますが、中には収容定員で表記されている場合もあり、学生数は

概数として判断ください。 
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7.3 全国大学コンソーシアム協議会規約・各委員会の規程の制定 
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7.3.2 全国大学コンソーシアム協議会役員・事務局 

【代表幹事】 

永井 和之 (学術・文化・産業ネットワーク多摩会長、中央大学長) 

八田 英二 (大学コンソーシアム京都理事長、同志社大学長) 

 

【幹事】 

中村 信一  (大学コンソーシアム石川会長、金沢大学長) 

森 秀樹   (ネットワーク大学コンソーシアム岐阜代表、岐阜大学学長) 

金児 暁嗣  (大学コンソーシアム大阪会長、大阪市立大学長) 

濱口 道成 (愛知学長懇話会代表幹事、名古屋大学総長) 

市川 太一 (教育ネットワーク中国代表幹事、広島修道大学教授) 

 

【運営委員】 

 程島 俊介  （社団法人 学術・文化・産業ネットワーク多摩常務理事） 

 三宅 良一  （ネットワーク大学コンソーシアム岐阜事務室長） 

 西浦 明   （財団法人 大学コンソーシアム京都事務局長） 

 山本 正一 （大学コンソーシアム石川事務局長） 

 黒川 道男 （愛知学長懇話会事務局長） 

 市川 太一  （教育ネットワーク中国代表幹事） 

 住岡 孝生 （特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪事務局長） 

 難波 美都里 （NPO法人南大阪地域大学コンソーシアムコーディネーター） 

 田中 邦明 （キャンパス・コンソーシアム函館・北海道教育大学教授） 

 

【事務局】 

室矢 直人 (大学コンソーシアム京都副事務局長) 

重田 裕之 (大学コンソーシアム京都事務局次長) 

山本 尚広 (大学コンソーシアム京都事務局主幹) 

2009年9月12日現在 

所属機関別氏名五十音項 
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7.4 全国大学コンソーシアム協議会加盟組織 

※平成21年9月１日現在 加盟組織数43 

主な活動地域 
事務局所在地 

団体名 No 
都道府県 

北海道 北海道 キャンパス・コンソーシアム函館 1 

東北地方 青森県 学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム 2 

  岩手県 いわて高等教育コンソーシアム 3 

  秋田県 大学コンソーシアムあきた 4 

  山形県 大学コンソーシアムやまがた 5 

  福島県 福島県高等教育協議会 6 

  宮城県 学都仙台コンソーシアム 7 

関東地方 栃木県 大学コンソーシアムとちぎ 8 

  埼玉県 彩の国大学コンソーシアム 9 

  東京都 社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩 10 

    f-Campus 11 

    首都圏西部大学単位互換協定会 12 

    大学コンソーシアム八王子 13 

  神奈川県 横浜市内大学間学術・教育交流協議会 14 

    相模原・町田大学地域コンソーシアム 15 

中部地方 山梨県 大学コンソーシアムやまなし 16 

  石川県 大学コンソーシアム石川 17 

  長野県 高等教育コンソーシアム信州 18 

  岐阜県 ネットワーク大学コンソーシアム岐阜 19 

  静岡県 静岡県西部高等教育ネットワーク会議 20 

    大学ネットワーク静岡 21 

  愛知県 愛知学長懇話会 22 

    大学コンソーシアムせと 23 

近畿地方 滋賀県 環びわ湖大学コンソーシアム 24 

  京都府 財団法人大学コンソーシアム京都 25 

  大阪府 大学コンソーシアム大阪 26 

    NPO法人南大阪地域大学コンソーシアム 27 

  兵庫県 西宮市大学交流協議会 28 

    大学コンソーシアムひょうご神戸 29 

  奈良県 奈良県大学連合 30 

  和歌山県 高等教育機関コンソーシアム和歌山 31 

中国地方 鳥取県 大学コンソーシアム山陰 32 

  岡山県 大学コンソーシアム岡山 33 

  広島県 教育ネットワーク中国 34 

  山口県 大学コンソーシアムやまぐち 35 

九州地方 福岡県 北九州・下関高等教育機関会議 36 

    久留米学術研究都市づくり推進協議会 37 

  長崎県 大学コンソーシアム長崎 38 

  佐賀県 大学コンソーシアム佐賀 39 

  熊本県 高等教育コンソーシアム熊本 40 

  大分県 特定非営利活動法人大学コンソーシアムおおいた 41 

  宮崎県 高等教育コンソーシアム宮崎 42 

  鹿児島県 大学地域コンソーシアム鹿児島 43 
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8.分科会： 12日(土） 

第１分科会（南大阪地域コンソーシアム）  12日(土）Ａ会場 

第２分科会 （大学コンソーシアム京都）  12日(土）Ｂ会場 

【テーマ】新しい教育プログラムの開発 （実践力の育成） 

「新しい教育プログラムの開発」は、本フォーラムで初めて取り上げるテーマである。文部科学省では、学士

力として「確かな学力の育成」が目標に掲げられている。本テーマでは、「実践力の育成」に焦点をあて、実

践力の育成を目指した新しい教育プログラムの事例紹介をするとともに、「学士力」からみた実践力、また、

人材育成の新しい観点としての経済産業省の人材育成政策からみた実践力の育成について紹介していただく。 

 今社会から求められている実践力について発表者の事例を参考にしながら会場の皆さまと共に考え、実践力

を育成するための教育プログラムについて意見を交換していきたい。 

【テーマ】 ＦＤ・ＳＤ事業 （大学間連携によるＦＤの推進） 

 大学設置基準によりＦＤが義務化されたが、その実態は授業評価アンケートや講演会の実施等に止まり、共

同研修等の実質的な取組にまで至っていない。 

51大学が連携協定を結ぶ「大学のまち“京都”」では、「より実効性の高いＦＤプログラムの構築」を目指

し、18の大学・短期大学が平成20年度戦略的大学連携支援事業に共同して申請、採択された。この事業は、大

学の規模や設置学部等が多様な18大学・短期大学が連携して取り組む点に特徴があり、その教育的効果や成果

に大きな期待が寄せられている。 

本分科会では京都地域の18大学・短期大学がＦＤ連携事業を進めるにあたり、その現状から問題点や課題を明

らかにし、その可能性について議論する。 

【第１分科会プログラム】  

17：00～17：30 
「連携６大学によるPP講座（Power up Practice）の共同開発」 

 報告者：難波 美都里 氏（南大阪地域大学コンソーシアム 統括コーディネータ） 

17：30～18：00 
「学習成果を重視した学士課程教育の構築に向けて」 

 報告者：川嶋 太津夫 氏（神戸大学教授） 

18：00～18：30 
「今、社会で求められている力『社会人基礎力』」 

 報告書：内野 泰明 氏（経済産業省経済産業政策局 産業人材参事官室 室長補佐）  

18：30～19：00  討 論 

コーディネータ  石井 実 氏（南大阪地域大学コンソーシアム特別顧問・大阪府立大学教授） 

【第２分科会プログラム】 

17：00～17：30   

「戦略的大学連携支援事業『地域内大学連携によるＦＤの包括研究と共通プログラム開発・

組織的運用システムの確立』の概要と狙い」 

 報告者：八木 透 氏（京都ＦＤ開発推進センター長／佛教大学文学部教授・教学部長）  

「ＷＧの取組報告」 

 報告者：松本 真治氏（佛教大学文学部准教授）  

「連携型ＦＤの理想と期待するもの」  

 報告者：圓月 勝博 氏（同志社大学文学部教授・教務部長）  

17：30～19：00  「連携型ＦＤの現状と課題」 

 報告者：原 清治 氏（佛教大学教育学部教授・ＧＰ推進室室長）  

 討論・質疑応答  

コーディネータ  深野 政之 氏（京都FD開発推進センター専門研究員） 
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第４分科会 （学術･文化･産業ネットワーク多摩） 13日(日）Ｃ会場  

分科会： 12日(土）、13日（日） 

第３分科会 （教育ネットワーク中国）  12日(土）Ｃ会場  

【テーマ】 コンソーシアムの組織運営 

 日本私立学校振興･共催事業団の地域教育コンソーシアムの形成支援や文部科学省の戦略的大学連携支援事

業などによって、コンソーシアムをめぐる財政状況は変わってきている。 

 運営や財政のあり方も、コンソーシアムの中心をどこに置いているのか、つまり国立大学法人なのか、県や

市、私立大学なのかなどによって変わってくる。報告していただくコンソーシアムでは、いずれも国立大学法

人の学長が代表者をつとめ、県庁内か県の施設に事務局を置いている。 

 また、２つのコンソーシアムに加盟する大学等が中心になって、平成20年度戦略的大学連携支援事業を受託

している。このような背景をもつコンソーシアムにまず報告していただき、参加者の日頃の悩みを共有できる

ような形で進めていきたい。   

【テーマ】「大学の国際化―留学生30万人構想への対応」  

 近年、国の施策として、「大学国際戦略強化事業」「大学教育のグローバル化を目指した当面の施策」

「留学生30万人構想」が、さらに、昨年暮の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」の中で国

際的に通用する学士課程について言及され、国際化対応が喫緊の課題である事が伺われる。とりわけ、2020

年までに留学生を30万人受け入れる構想は、大学にとってその受け入れの体制作りが問われるところであ

る。そこで、この分科会では、発信元の文部科学省の意向を理解するとともに、これまでの留学生受け入れ

はもとより教育の国際化に先進的に取り組んでいる秋田の「国際教養大学」と「立命館アジア太平洋大学」

の事例報告を受けることとしました。その上で、フロアーとの討論を踏まえて、30万人構想への対応につい

て、文部科学省への要望を取りまとめられればと思っております。  

【第３分科会プログラム】 

17：00～17：30 
「大学コンソーシアム石川の管理運営体制」 

 報告者：鹿野 勝彦 氏（大学コンソーシアム石川理事・小松短期大学学長） 

17：30～18：00  
「あきたの組織運営と今後の展開方法」 

 報告者：小川 信明 氏（秋田大学教育推進室主管・教授） 

18：00～19：00   質疑応答  

討論者   佐藤 文昭 氏（大学コンソーシアムやまなしコーディネータ） 

コーディネータ  市川 太一 氏（教育ネットワーク中国代表幹事・広島修道大学教授 ） 

【第４分科会プログラム】  

10：00～10：30 
「文部科学省による『留学生30万人構想』についての解説と大学への要請」 

 報告者：河本 雅弘 氏（文部省高等教育局学生・留学生課留学生交流室室長補佐）  

10：30～11：00 
「大学教育の国際化」               

 報告者：勝又 美智雄 氏（国際教養大学 図書館長） 

11：00～11：30 
「留学生の受け入れ体制」 

 報告者：村田 陽一 氏 （立命館アジア太平洋大学スチューデントサポートセンター課長） 

11：30～12：00  質疑応答 

コーディネータ  程島 俊介 氏（学術･文化･産業ネットワーク多摩常務理事） 
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第５分科会 （大学コンソーシアム京都） 13日(日）Ｂ会場     

分科会： 13日（日） 

第６分科会 （愛知学長懇話会）     13日(日） Ａ会場 

【テーマ】戦略的大学連携支援の採択大学の事例発表 

 国公私立を超えた大学間の戦略的連携を支援する事業が平成20年度から始まり、本年度も継続して支援事

業が公募されている。 

 本事業の趣旨は、地方の大学や小規模大学などが限られた予算の中で単独で環境整備・事業推進を進める

のが難しい場合に、相互補完的な教育プログラムや得意分野を持ち寄った研究などを選定して支援する事業

で、昨年度は、94件（総合的連携型広域型35件、教育研究高度化型35件、他24件）の申請があり、その内54

件の採択があった。本年度は、119件の申請があった。本分科会では、平成20年度に各申請区分から採択さ

れた２つに御報告を頂き、現在進行している各事業の参考にして頂き、連携の難しさと利点を考察する。 

 また、文部科学省大学振興課から次年度の狙いや本年度の状況についてご報告頂く。 

【テーマ：】地域との連携・社会貢献  

 コンソーシアム型地域連携・社会貢献の特色とメリットは、ある地域が抱える課題や点在する多様なニーズ

に、地域の大学（知の結集）を挙げて協力者や解決策を提供することができ、それが地域全体の活性化に繋が

ることである。ここでいう「地域全体の活性化」には、大学のリソースが地域に開放されることから、地域で

も知的関心と学びが深まり文化の発展につながることと、それが大学（研究協力や教育実践による知の集積と

学生募集）や産業（事業拡大、新ビジネスの可能性）の発展に波及することも含まれる。 

 このような大学単独では成し得ない取り組みを進めるには、連携組織であるコンソーシアムがコーディネー

ト機能を最大限に発揮することが重要な要素の一つである。本分科会では、コンソーシアム型の連携と社会貢

献の事例と成果・課題について取り上げたい。 

【第５分科会プログラム】 

10：00～10：05  本分科会の狙いについて 

10：05～10：45  
「列島縦断広域型大学連携ｅラーニングコンソーシアムによる新たなる高等教育の地域展開」 

 報告者：加藤 幸雄 氏（日本福祉大学学長） 

10：45～11：25  
「地域公共人材のための京都府内における教育・研修プログラムと地域資格認定制度の開発」 

 報告者：富野 暉一郎 氏（龍谷大学法学部教授） 

11：25～11：50  
「戦略的な大学間の連携について」 

 報告者：古田 和之 氏（文部科学省 高等教育局大学振興課 課長補佐） 

11：50～12：00 質疑応答 

コーディネータ 
 清水 郁子氏 

（立命館大学政策科学部事務室事務長） 

【第６分科会プログラム】 

10：00～10：30 
「あきたの社会人向け講座運営の工夫」 

 報告者：藤井 和明 氏 

（大学コンソーシアムあきた事務局長 ・秋田大学社会貢献推進室長） 

10：30～11：00  
「さがまち人材育成・地域発展事業の取組みについて 」 

 報告者：古矢 鉄矢 氏 （相模原・町田大学地域コンソーシアム運営委員長・北里大学学

長補佐 兼 学長室長  ） 

11：00～11：30 
「キャンパス都市函館」がめざす地域との連携について 

 報告者：鴈澤 好博 氏（キャンパスコンソーシアム函館運営会議座長、北海道教育大学

教育研究評議員、同大学函館校地域連携センター長・教授） 

11：30～12：00 質疑応答 

コーディネータ  黒川 道男 氏（愛知学長懇話会事務局長、日本福祉大学専務理事） 
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交通アクセス 

9.その他 
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交通アクセス 時刻表 
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交通アクセス 時刻表 

☑函館バス  

JR函館駅ターミナル「函館駅前」から、

函館バス(14系統)で約10分、「宮前町」

下車、徒歩7分 

☑車・タクシー 

JR函館駅より車で約10分 

●JR函館駅→函館空港 所要時間：約20分のりば11番 

宝来町 

函館国

際ホテ

ル 

JR函館

駅前 

大森町

ホテル

函館ロイ

ヤル 

金堀町 
湯の川

温泉 

函館空

港 

07:10 07:15 07:20 07:23 07:28 07:32 07:40 

07:30 07:35 07:40 07:43 07:48 07:52 08:00 

07:50 07:55 08:00 08:03 08:08 08:12 08:20 

08:10 08:15 08:20 08:23 08:28 08:32 08:40 

08:30 08:35 08:40 08:43 08:48 08:52 09:00 

08:50 08:55 09:00 09:03 09:08 09:12 09:20 

09:10 09:15 09:20 09:23 09:28 09:32 09:40 

09:30 09:35 09:40 09:43 09:48 09:52 10:00 

09:50 09:55 10:00 10:03 10:08 10:12 10:20 

10:10 10:15 10:20 10:23 10:28 10:32 10:40 

10:30 10:35 10:40 10:43 10:48 10:52 11:00 

10:50 10:55 11:00 11:03 11:08 11:12 11:20 

11:10 11:15 11:20 11:23 11:28 11:32 11:40 

11:30 11:35 11:40 11:43 11:48 11:52 12:00 

11:50 11:55 12:00 12:03 12:08 12:12 12:20 

12:10 12:15 12:20 12:23 12:28 12:32 12:40 

12:30 12:35 12:40 12:43 12:48 12:52 13:00 

12:50 12:55 13:00 13:03 13:08 13:12 13:20 

13:10 13:15 13:20 13:23 13:28 13:32 13:40 

13:30 13:35 13:40 13:43 13:48 13:52 14:00 

13:50 13:55 14:00 14:03 14:08 14:12 14:20 

14:10 14:15 14:20 14:23 14:28 14:32 14:40 

14:30 14:35 14:40 14:43 14:48 14:52 15:00 

14:50 14:55 15:00 15:03 15:08 15:12 15:20 

15:10 15:15 15:20 15:23 15:28 15:32 15:40 

15:30 15:35 15:40 15:43 15:48 15:52 16:00 

15:50 15:55 16:00 16:03 16:08 16:12 16:20 

16:10 16:15 16:20 16:23 16:28 16:32 16:40 

16:30 16:35 16:40 16:43 16:48 16:52 17:00 

16:50 16:55 17:00 17:03 17:08 17:12 17:20 

17:10 17:15 17:20 17:23 17:28 17:32 17:40 

17:30 17:35 17:40 17:43 17:48 17:52 18:00 

17:50 17:55 18:00 18:03 18:08 18:12 18:20 

18:10 18:15 18:20 18:23 18:28 18:32 18:40 

●函館空港→JR函館駅 所要時間：約20分 のりば3番 

函館空

港 

湯の川

温泉 

金堀町

競輪場 

大森町

ホテル函

館ロイヤ

ル 

JR函館

駅前 

函館国

際ホテル 
宝来町 

08:10 08:18 08:22 08:27 08:30 08:35 08:40 

08:20 08:28 08:32 08:37 08:40 08:45 08:50 

08:40 08:48 08:52 08:57 09:00 09:05 09:10 

09:00 09:08 09:12 09:17 09:20 09:25 09:30 

09:10 09:18 09:22 09:27 09:30 09:35 09:40 

09:20 09:28 09:32 09:37 09:40 09:45 09:50 

09:40 09:48 09:52 09:57 10:00 10:05 10:10 

10:00 10:08 10:12 10:17 10:20 10:25 10:30 

10:20 10:28 10:32 10:37 10:40 10:45 10:50 

10:40 10:48 10:52 10:57 11:00 11:05 11:10 

11:00 11:08 11:12 11:17 11:20 11:25 11:30 

11:20 11:28 11:32 11:37 11:40 11:45 11:50 

11:40 11:48 11:52 11:57 12:00 12:05 12:10 

12:00 12:08 12:12 12:17 12:20 12:25 12:30 

12:10 12:18 12:22 12:27 12:30 12:35 12:40 

12:20 12:28 12:32 12:37 12:40 12:45 12:50 

12:40 12:48 12:52 12:57 13:00 13:05 13:10 

13:00 13:08 13:12 13:17 13:20 13:25 13:30 

13:20 13:28 13:32 13:37 13:40 13:45 13:50 

13:40 13:48 13:52 13:57 14:00 14:05 14:10 

14:00 14:08 14:12 14:17 14:20 14:25 14:30 

14:20 14:28 14:32 14:37 14:40 14:45 14:50 

14:30 14:38 14:42 14:47 14:50 14:55 15:00 

14:40 14:48 14:52 14:57 15:00 15:05 15:10 

15:00 15:08 15:12 15:17 15:20 15:25 15:30 

15:20 15:28 15:32 15:37 15:40 15:45 15:50 

15:40 15:48 15:52 15:57 16:00 16:05 16:10 

16:00 16:08 16:12 16:17 16:20 16:25 16:30 

16:20 16:28 16:32 16:37 16:40 16:45 16:50 

16:40 16:48 16:52 16:57 17:00 17:05 17:10 

17:00 17:08 17:12 17:17 17:20 17:25 17:30 

17:20 17:28 17:32 17:37 17:40 17:45 17:50 

17:40 17:48 17:52 17:57 18:00 18:05 18:10 

18:00 18:08 18:12 18:17 18:20 18:25 18:30 

18:20 18:28 18:32 18:37 18:40 18:45 18:50 

18:40 18:48 18:52 18:57 19:00 19:05 19:10 

19:00 19:08 19:12 19:17 19:20 19:25 19:30 

19:20 19:28 19:32 19:37 19:40 19:45 19:50 
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第６回 全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム  

「コスモポリタンな地域づくりと高等教育連携」 

 
開催日 2009 年９月 12 日・13 日 

連絡先 全国大学コンソーシアム協議会事務局 

〒600-8216 京都市下京区西洞院通塩小路下る 

キャンパスプラザ京都(財団法人 大学コンソーシアム京都内) 

TEL 075-353-9100 FAX 075-353-9101 

URL:http://www.consortium.or.jp/link/alljapanconsortium.html 

社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩 

大学コンソーシアム石川 

高等教育コンソーシアム信州 

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜 

横浜市内大学間学術・教育交流協議会 

静岡県西部高等教育ネットワーク会議 

大学ネットワーク静岡 

愛知学長懇話会 

大学コンソーシアムせと 

西宮市大学交流協議会 

大学コンソーシアムひょうご神戸 

環びわ湖大学コンソーシアム 

財団法人大学コンソーシアム京都 

特定非営利活動法人大学コンソーシアム大阪 

NPO法人南大阪地域大学コンソーシアム 

奈良県大学連合 

高等教育機関コンソーシアム和歌山 

大学コンソーシアム山陰 

教育ネットワーク中国 

大学コンソーシアムやまぐち 

北九州・下関高等教育機関会議 

久留米学術研究都市づくり推進協議会 

高等教育コンソーシアム熊本 

特定非営利活動法人 

大学コンソーシアムおおいた 

高等教育コンソーシアム宮崎 

大学地域コンソーシアム鹿児島 

キャンパス・コンソーシアム函館 

大学コンソーシアムあきた 

大学コンソーシアムやまがた 

福島県高等教育協議会 

大学コンソーシアムとちぎ 

彩の国大学コンソーシア

大学コンソーシアム八王子 

f-Campus 

首都圏西部大学単位互換協定会 

学都仙台コンソーシアム 

大学コンソーシアムやまなし 

相模原・町田大学地域コンソーシアム 

大学コンソーシアム岡山 

色付き機関名は、2009年9月13日付け加盟予定 

大学コンソーシアム佐賀 

大学コンソーシアム長崎 

学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム 

いわて高等教育コンソーシアム 

福井県学習コミュニティ推進協議会（Ｆレックス） 

旭川ウェルビーイング・コンソーシアム 

香川 

e-Knowledgeコンソーシアム四国 

平成２1年9月１日現在 


